
１_雑穀ランチ弁当を試食する参加者の皆さん　２_雑穀の特産品としての可能性を説明する販路開拓サポート代表社員
の小地沢俊介氏と同社栄養士の山崎友香氏　３_雑穀をふんだんに使った『雑穀ランチ弁当』 ４_県農林水産技術セン
ター果樹試験場が提供した秋田紅あかりのデザートを手に取る参加者の皆さん　５_会場内では平鹿産の雑穀を販売

　

２
月
26
日
、
浅
舞
公
民
館
で
雑

穀
に
よ
る
食
と
農
か
ら
の
地
域
づ

く
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

参
加
者
は
、
平
鹿
地
域
で
栽
培

さ
れ
た
雑
穀
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
弁
当
を
試
食
。
魚
や
煮
物
、
白

和
え
な
ど
に
タ
カ
キ
ビ
や
ヒ
エ
を

は
じ
め
と
す
る
雑
穀
を
加
え
た
弁

当
は
「
食
感
が
楽
し
め
、
食
べ
や

す
い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
農
林
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
果
樹
試
験
場
の
担
当
者
が
、

小
切
り
に
し
た『
秋
田
紅
あ
か
り
』

を
ジ
ャ
ム
と
か
ら
め
、
白
玉
粉
の

皮
で
包
み
込
ん
だ
り
ん
ご
デ
ザ
ー

ト
の
調
理
を
実
演
す
る
と
、
作
り

方
を
熱
心
に
メ
モ
す
る
参
加
者
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
『
特
産
品
と
し
て
の
雑

穀
を
活
用
し
た
売
れ
る
「
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ
ー
」
の
創
り
方
』
と
題

し
て
販
路
開
拓
サ
ポ
ー
ト
代
表
社

員
の
小
地
沢
俊
介
氏
と
同
社
管
理

栄
養
士
の
山
崎
友
香
氏
が
講
演
。

小
地
沢
氏
は
「
雑
穀
を
贈
答
用
や

業
務
用
と
す
る
販
路
の
拡
大
が
可

能
」
と
力
強
く
述
べ
、
山
崎
氏
は

雑
穀
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

雑
穀
の
栄
養
価
を
再
認
識
し
、
特

産
品
と
し
て
の
可
能
性
に
期
待
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

雑
穀
に
よ
る
食
と
農
か
ら
の
地
域
づ
く
り
講
演
会

古
く
か
ら
伝
わ
る
〝
食
の
力
〞
に
注
目
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高額医療ＨＰページ番号／000001281
　

外
来
診
療
の
医
療
費
が
高
額
に

な
り
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
関

の
窓
口
で
、
い
っ
た
ん
全
額
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

治
療
費
の
支
払
い
の
際
、
窓
口
で

限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示
す

る
と
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の

支
払
い
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

同
一
月
に
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
、
医

療
機
関
ご
と
に
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
を
支
払
っ
た
後
、
申
請
す
る

こ
と
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
金
額
が
返
還
さ
れ
ま
す
。

※
入
院
し
て
い
る
方
は
、
限
度
額

　

適
用
認
定
証
等
を
提
示
す
る
こ

　

と
で
、
従
来
ど
お
り
の
自
己
負

　

担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
に
な

　

り
ま
す
。

※
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示

　

し
な
い
と
き
な
ど
自
己
負
担
限

　

度
額
を
超
え
て
治
療
費
を
支
払

　

っ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
限

　

度
額
を
超
え
た
金
額
が
高
額
療

　

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に
交

　

付
さ
れ
た
限
度
額
適
用
認
定
証

　

等
で
も
有
効
期
間
ま
で
使
用
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら『
限
度
額
適
用
認
定
証
』等
の
提
示
で

外
来
医
療
費
の
支
払
い
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

外来診療受診者
70歳未満の方、
70歳以上の非課税世帯の方
70歳以上75歳未満で
非課税世帯でない方
75歳以上で
非課税世帯でない方

事前の手続き
健康保険の保険者に『限度額適用
認定証』等の交付申請が必要

必要ありません

必要ありません

病院・薬局などで
『限度額適用認定証』等
を窓口に提示
『高齢受給者証』を窓口
に提示
『後期高齢者医療被保険
者証』を窓口に提示

 

福祉医療
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ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
は
、
小

学
校
入
学
後
も
福
祉
医
療
費
の
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り
親

世
帯
で
、
４
月
か
ら
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
が
乳
幼
児
福
祉
医
療

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
（
受

給
者
証
の
有
効
期
限
が
３
月
31
日

ま
で
の
場
合
）
は
、
早
め
に
福
祉

医
療
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
制
度
に
は
県
が

定
め
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
の
方
も
医
療

費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉
医
療

費
助
成
制
度

受給者証
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『
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
』

を
お
持
ち
の
70
〜
74
歳
の
方
は
、

今
年
度
、
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
予
定
だ
っ
た
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
軽
減
措
置
が
来
年

度
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）

も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
対

象
と
な
る
方
は
４
月
１
日
以
降
も

１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

  

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
以
上
あ

る
方
は
、
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

の
一
部
負
担
割
合
欄
が『
２
割（
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
１
割
）
』

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
市

か
ら
３
月
中
に
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。
４
月
か
ら

医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
る
際
は

保
険
証
と
新
し
い
『
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
』
を
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
70
〜
74
歳
の
方
へ

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
来
年
度
も
軽
減

健康保険
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入
進
学
や
就
職
・
転
出
な
ど
で

健
康
保
険
が
変
更
に
な
る
場
合
は

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
変

更
（
異
動
）
日
か
ら
14
日
以
内
に

国
保
年
金
課
（
横
手
庁
舎
）
ま
た

は
各
地
域
局
国
保
担
当
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
へ

　

社
会
保
険
等
に
加
入
後
も
横
手

市
の
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し

た
場
合
、
市
が
病
院
等
へ
支
払
っ

た
医
療
費
（
医
療
費
総
額
の
７
〜

９
割
）
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険
等
に

加
入
し
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保

険
の
喪
失
手
続
き
を
し
、
健
康
保

険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！

健康保険の届出が必要なとき
国保から社保に加入
社保から国保に加入
国保の方が他の市町村へ転出
国保の学生の方が修学のため転出

届出に必要なもの
国保と社保の保険証、印鑑
社保の資格喪失証明書等、印鑑
国保の保険証、印鑑
国保の保険証、在学証明書、印鑑

※健康保険の加入は、届出が遅れた場合でも異動のあっ
　た日までさかのぼります。退職等で職場の健康保険を
　やめる場合は、任意継続保険の制度がありますので退
　職前にご確認ください。

【
国
民
健
康
保
険
・
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
】

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
横
手
庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
８
６
、

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

 

入院医療費
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市
で
は
、
小
学
生
の
入
院
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
保
険
診
療

分
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

の
で
、
領
収
書
、
印
鑑
、
お
子
さ

ん
の
健
康
保
険
証
、
通
帳
を
持
参

の
上
、
福
祉
医
療
担
当
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
入
院
医
療
費
助
成

制
度

【年齢に応じた手続きや認定証等について】

市政の窓行政報告 

2012『食と農』フォーラム in 横手　

横手の〝オイシイ〟を盛り上げよう

忍者まちを走る！横手の巻 冬の陣 

風呂敷を身にまとい、ドキドキの修行

チ
ャ
ン
バ
ラ
修
行
で

子
ど
も
と
大
人
が
対
戦

　

２
月
25
日
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ

テ
ル
で
『
食
と
農
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

横
手
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
地
産
地
消
の
輪
を

広
げ
る
『
チ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
Ｙ
』
活

動
の
平
成
23
年
度
優
良
事
例
表
彰
が

行
わ
れ
、
増
田
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
、

朝
倉
小
学
校
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ

テ
ル
、
平
鹿
総
合
病
院
、
藤
井
瑞
秀

さ
ん
に
五
十
嵐
市
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
第
２
部
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

は
『
発
酵
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
伝

統
食
文
化
や
観
光
資
源
を
市
内
外
に

発
信
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
㈱
秋
田
今
野

商
店
の
今
野
宏
代
表
取
締
役
社
長
は
、

農
薬
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
微
生
物

の
存
在
に
触
れ
、
食
品
以
外
に
生
物

農
薬
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
紹
介
し
「
菌
を
活
用
し

て
新
た
な
産
業
化
が
図
ら
れ
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
の
丸
醸
造
㈱
の
佐
藤
譲

治
取
締
役
社
長
は
、
麹
の
種
菌
で
あ

る
『
も
や
し
』
に
つ
い
て
「
地
味
な

も
の
だ
が
、
世
界
の
最
先
端
に
あ
る

も
の
。
発
酵
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
い
ろ

ん
な
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
」
と
麹
を
切
り
口
と
し
た
食
文

化
の
可
能
性
を
語
り
、
酵
母
菌
や
麹

菌
を
「
人
間
よ
り
も
人
間
的
な
と
こ

ろ
が
あ
る
」
と
話
す
浅
舞
酒
造
㈱
の

森
谷
康
市
杜
氏
は
「
目
に
見
え
な
い

も
の
で
大
切
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
目
に
見
え
な
い
も
の
だ
か
ら
こ

そ
畏
敬
の
念
を
持
ち
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
漫
画
『
も
や
し
も
ん
』

の
作
者
で
あ
る
石
川
雅
之
さ
ん
が「
酒

造
り
を
し
て
い
る
人
は
『
自
分
た
ち

は
菌
の
手
助
け
を
し
て
い
る
だ
け
』

と
言
う
が
、
発
酵
を
助
け
る
人
が
い

な
け
れ
ば
お
酒
も
で
き
な
い
。
た
く

さ
ん
の
人
が
い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
お

酒
を
造
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感

じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
市
内
の
小
学
生
70
人

と
大
人
25
人
が
、
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）

ぷ
ら
ざ
と
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
を
舞
台

に
、忍
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
た『
子

ど
も
と
大
人
の
遊
び
合
い
』
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ふ
ろ
し
き
を
顔
に
巻

い
て
忍
者
さ
な
が
ら
の
格
好
に
扮
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
修
行
に
挑
戦
。
忍
者
の

合
言
葉
に
従
っ
て
行
動
し
た
り
、
チ

ー
ム
で
協
力
し
て
物
に
変
身
し
た
り

と
、
忍
者
と
し
て
の
基
礎
を
覚

え
た
後
、
い
よ
い
よ
難
関
の
修

行
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
修
行
と
は
、
『
こ
の
ま

ち
に
暮
ら
す
忍
者
の
道
場
主
を

探
す
』
と
い
う
も
の
。
道
場
主

は
一
般
市
民
に
紛
れ
て
生
活
し

て
い
る
た
め
、
見
た
目
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
難
題
で
、

子
ど
も
た
ち
は
手
が
か
り
を
元

に
、
追
っ
手
か
ら
身
を
守
り
つ

つ
、
お
店
の
人
や
通
り
す
が
り
の
人

に
も
声
を
か
け
て
道
場
主
を
懸
命
に

探
し
て
い
ま
し
た
。

　

見
事
修
行
を
達
成
し
た
子
ど
も
た

ち
に
は
、
最
後
に
忍
者
頭
か
ら
『
褒

美
の
巻
物
』
が
贈
ら
れ
、
全
員
す
が

す
が
し
い
表
情
で
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　

い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
遊
び
を

体
験
し
、
家
庭
で
の
会
話
も
き
っ
と

弾
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

ふ
ん

消防団協力事業所表示

表示証の交付先は
合わせて36事業所に
　市では、消防団員の減少に
歯止めをかけようと、消防団
協力事業所表示制度を実施し
ています。
　このたび新たに１事業所に
表示証が交付され、市内の協
力事業所はこれで36事業所と
なりました。

◎㈲泉谷土木（平鹿）＝２月29
日交付

◆消防団協力事業所について
　は、総務企
　画部危機管
　理室（北庁
　舎内）まで
　お問い合わ
　せください。
　　35-2195

チ
ー
ム
で
協
力
し
、
岩

に
変
身
中
（
左
手
前
）

増田まんが美術館（写真）と横手セ
ントラルホテルの２会場でサイン会
を行った漫画家の石川雅之さん(左）

２

「ふしぎ 楽しい もやしもんの話」を
テーマに行ったトークショー（左から
司会のフリーアナウンサー 臼井昭子
さん、パネリストの漫画家 石川雅之
さん・㈱秋田今野商店 今野宏代表取
締役社長・日の丸醸造㈱ 佐藤譲治取
締役社長・浅舞酒造㈱ 森谷康市杜氏）

み
ず
ほ

こ
う
じ
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市みどり公社を通じての農地の賃貸借契約、小作料の精算には
手数料がかかります
市みどり公社を通じての農地の賃貸借契約、小作料の精算には
手数料がかかります

水　道

 

ＨＰページ番号／000009076

 

　

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
場
合
、

水
道
料
金
の
精
算
が
必
要
で
す
の

で
、
横
手
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ

ー
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

　

水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に
届
け

出
が
な
い
ま
ま
転
居
・
転
出
し
た

場
合
は
、
料
金
が
そ
の
ま
ま
請
求

さ
れ
続
け
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
そ
の
場
合
、
料
金
（
使
用

料
）
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

引
っ
越
し
を
す
る
時
は
、
転
出
先

の
住
所
と
日
中
連
絡
が
と
れ
る
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
料
金
の
お
支
払
い
方
法

①
お
届
け
の
口
座
か
ら
の
振
替

②
後
日
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で
　

　
の
納
付
（
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

　
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
が
で

　
き
ま
す
）

③
旧
住
所
地
で
立
ち
会
い
の
う
え
、

　
現
金
で
の
現
地
精
算　

【
問
合
せ
】

　

横
手
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
（
水
道
庁
舎
内
）

　
　

３
２
‐
２
７
５
８

営
業
時
間
／
平
日
は
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
５
時
30
分
（
水
曜
日

　

は
午
後
８
時
ま
で
営
業
）

　

土
・
日
曜
日
は
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
１
時
30
分

※
祝
日
、
振
替
休
日
、
12
月
29
日

　

〜
１
月
３
日
は
休
業　
　

引
っ
越
し
の
際
は
、
水
道
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
！

　　市立横手病院では４月から
『禁煙外来』を開設します

　　市立横手病院では４月から
『禁煙外来』を開設します

　現在、禁煙治療に対して健康保険の適用が認められて
いますので、たばこをやめたい方は、ぜひご相談くださ
い。ただし、保険適用となる治療には一定の条件があり
ますので、詳しくは、市立横手病院健康管理センターま
でお問い合わせください。
◆診療日時／毎週金曜日　午後２時から４時30分
◆診療場所／内科外来
◆問 合 せ／市立横手病院健康管理センター　33-9725

◆問合せ／横手市旭川一丁目３番41号　
　　　　　県平鹿地域振興局内
　　　　 （財）横手市みどり公社 　35-6090

【農地の賃貸借等の契約手数料】

【小作料等の精算手数料】
手数料（１人につき）

2,000円
支払い時期
精算時

手数料（１件につき）

5,000円
3,000円

3,000円

1,000円

 　　　契約の種類
新規契約　
　　 農地の借り手
　　 農地の貸し手　　　
再設定契約
　　 農地の借り手・貸し手
解約
　　 農地の借り手・貸し手

住所変更
　

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
市

市
民
生
活
部
市
民
課
、
ま
た
は
各

地
域
局
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き

＊
横
手
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き

　
た
時
（
転
入
届
）
／
住
み
始
め

　

た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
内
の
ほ
か
の
住
所
に
引

　
っ
越
し
た
時
（
転
居
届
）
／
住

　

み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
外
へ
引
っ
越
す
時
（
転

　
出
届
）
／
引
っ
越
し
が
決
ま
っ

　

た
日
か
ら
引
っ
越
し
を
す
る
日

　

ま
で

◆
必
要
な
も
の

　

届
け
出
す
る
方
の
印
鑑
と
、
運

転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真

つ
き
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健

康
保
険
証
、
年
金
証
書
な
ど
複
数

の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
世
帯
の
方
以
外
が

届
け
出
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
転
入
の
場
合
は
、
前
住

所
地
で
発
行
し
た
転
出
証
明
書
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】（
横
手
地
域
は
市
民
課
、

ほ
か
の
地
域
は
市
民
福
祉
課
）

横
手
地
域　
　

３
５
‐
２
１
７
６

増
田
地
域　
　

４
５
‐
５
５
１
３

平
鹿
地
域　
　

２
４
‐
１
１
１
３

雄
物
川
地
域　

２
２
‐
２
１
５
６

大
森
地
域　
　

２
６
‐
２
１
１
５

十
文
字
地
域　

４
２
‐
５
１
１
４

山
内
地
域　
　

５
３
‐
２
９
３
２

大
雄
地
域　
　

５
２
‐
３
９
０
４

住
所
変
更
な
ど
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

ＨＰページ番号／000001244

４/１
から

　横手市みどり公社では、農地の賃貸借の仲介等を
行っています。農地所有者は、自ら貸付先を探す必
要もなく、安心して農地を任せることができます。
また、担い手にとっては、多くの所有者との交渉が
要らず、農地を集約して効率的な農作業が可能にな
ります。
　農地の賃貸借契約の書類作成や小作料の精算にか
かる事務経費について、利用者の方から一部を負担
していただくことになりました。
　４月１日以降に相談を受けた
農地の賃貸借等の契約について
は『契約手数料』が、また小作
料等の精算については『精算手
数料』がかかります。
　詳しくは、市みどり公社まで
お問い合わせください。

国民年金ＨＰページ番号／000001277、000007696
　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
た
方
で
、
60
歳
未
満
で
退

職
（
失
業
）
し
た
方
、
ま
た
は
退

職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
で
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で

す
。
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
付

の
分
か
る
も
の
（
離
職
票
、
社
会

保
険
喪
失
証
明
書
等
）
、
保
険
料

の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
預
金
通
帳
と
預
金
通
帳
届
出
印

を
持
参
し
、
地
域
局
年
金
担
当
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
退
職
時
の
特
例
免
除
制
度

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
免
除

制
度
は
、
申
請
者
、
世
帯
主
、
配

偶
者
の
前
年
度
所
得
を
審
査
し
ま

す
が
、
退
職
時
の
特
例
免
除
制
度

で
は
、
退
職
し
た
本
人
の
前
年
度

所
得
を
除
い
て
審
査
す
る
た
め
免

除
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
配

偶
者
、
世
帯
主
が
退
職
し
た
場
合

に
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　

手
庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
８

　

６
、
ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福

　

祉
課

会
社
を
退
職
し
た
と
き
の
年
金
の
手
続
き

電話番号38-8500  FAX番号52-3901 (４月１日～）

４月開校の横手明峰中学校の電話番号等のお知らせ４月開校の横手明峰中学校の電話番号等のお知らせ

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　32-2402　問合せ　教育総務課 　32-2402●

２月

■２月定例教育委員会の審議内容（２月20日）

◎横手市招致外国青年任用要綱の一部を改正する訓令
　 　 外国語指導助手の任用条件の変更に伴うもの
◎工事請負契約の締結に関する意見の申出　　横手北
　中学校屋外体育施設建設工事
◎平成23年度横手市一般会計補正予算（３月補正）に
　関する意見の申出
◎平成24年度教育方針について
◎平成24年度横手市一般会計予算に関する意見の申出

ＨＰページ番号000005456ＨＰページ番号000005456

農　業ＨＰページ番号／000001959
　

市
で
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
定
め
て
い
て
、
農
振
農
用
地

区
域
で
の
農
地
転
用
や
土
地
開
発

行
為
を
行
う
場
合
、
当
該
地
を
農

振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

除
外
す
る
た
め
に
は
、
市
の
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

（
申
出
）を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

転
用
が
必
要
な
農
業
用
施
設
に
つ

い
て
も
、
軽
微
な
変
更
（
用
途
変

更
）
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
内
容
に
よ
り
申
出
し
て
も
除
外

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課

◆
申
出
期
限

　

４
月
20
日(

金)

※
申
出
期
限
は
農
振
変
更
の
進
捗

　

状
況
で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
農
業
用
施
設
の
場
合
は

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
変
更
日

　

平
成
24
年
９
月
下
旬
（
予
定
）

【
問
合
せ
】

　

市
産
業
経
済
部
農
業
政
策
課(

県
　

平
鹿
地
域
振
興
局
内
）　

３
２

　

‐
２
１
１
２
、
ま
た
は
各
地
域

　

局
産
業
建
設
課

※
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
転
用
や

　
開
発
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、

　
法
令
に
よ
り
厳
し
い
罰
則
が
設

　
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

　
意
く
だ
さ
い

 

平
成
24
年
度
上
半
期
農
振
変
更（
除
外
）を
受
け
付
け
ま
す

　

◆告 示 日　３月18日（日）
◆投票日時　３月25日（日）午前７時～午後７時
　　　　　  ※一部地域は午後６時まで
◆委員定数（40人）

◆投票できる方
　平成23年度横手市農業委員会委員選挙人名簿（平成
　23年３月31日確定）に登録され、横手市に住所を有
　する方です。なお、名簿に登録されていても他市町
　村へ転出した方などは投票できません。

　

◆期日前投票
　投票日に都合が悪く投票所に
　行けない方は、期日前投票が
　できます。
　期間：３月19日（月）～24日（土）
　時間：午前８時30分～午後８時
　場所：横手、増田、平鹿、雄物川、山内、大雄の各  
        地域局、 大森就業改善センター、十文字Ｂ＆Ｇ   
        海洋センター
　※選挙区以外の地域では期日前投票ができません。

◆問合せ　市選挙管理委員会（本庁南庁舎内）
　　　　　　35-2161

３月25日は横手市農業委員会委員一般選挙の投票日です３月25日は横手市農業委員会委員一般選挙の投票日です

　横手市農業委員会委員一般選挙が次の日程で行われます。この選挙は、各地域に定数と選挙区を設けた選挙
で、投票、開票は選挙区ごとに行われます。

７人
３人
７人
７人

５人
５人
２人
４人

大　森
十文字
山　内
大　雄

横　手
増　田
平　鹿
雄物川

ＨＰページ番号／000008256ＨＰページ番号／000008256



Topics

やさしさをもったまま前向きに（横手）

　横手市民スキー大会が、２月26日に天下森スキー場で
開催され、幼児から一般までの20部門に187人が参加しま
した。時折小雪が降るなか行われた競技では、選手が上
位入賞を目指して果敢にポールを攻め、素晴らしい滑り
を見せてくれました。
　閉会式で市スキー協会の佐々木寿一会長は「世界で活
躍する選手が、横手から生まれるよう頑張ってください」
と選手を激励。競技のほかに餅の振る舞いや宝探しも行
われ、参加者は冬のひとときを楽しみました。

「夢を夢で終わらせない努力を」

　２月19日、横手市スポーツ少年団の全市交歓交流会と
指導者研修会が雄物川体育館で行われ、団員約300人と指
導者や保護者およそ100人が参加しました。
　前半は、全国大会常連校の雄物川高校男子バレーボー
ル部の練習を見学。途中、団員たちも準備運動やレシー
ブの練習を体験しました。後半は、宇佐美義和監督が講
演し「夢を持ち、夢で終わらせない努力をする。努力は
素直に人の話を聞くことから始まる」と熱く語りかける
と、団員たちは真剣な表情で聞き入っていました。

■市スポ少交歓交流会・指導者研修会

  ２月28日、秋田に住みます芸人・桂三若さんの講演
会『秋田の魅力発見！』がかまくら館で開催されまし
た。2012年のスローガンは『前向きに』と話す三若さ
んは「秋田にはいいところがたくさんあるのに、宣伝
がヘタ。前向きにアピールするために、人の集まると
ころにはどんどん出かけよう」と呼びかけました。

  ２月29日、山内中学校を会場に子育て講演会が開催
されました。講演会では、講談師の一龍斎春水さんが
詩人・金子みすゞの詩を織り交ぜながらみすゞの短い
生涯を巧みな話芸で紹介。参加者は、それぞれの気持
ちでみすゞの言葉を受け止め、命の大切さと思いやり
の心について思いを巡らせました。

■“江戸しぐさ"に学ぶ相手への思いやり（横手）

傘かしげや籠止めしぐさなどの“江戸しぐさ”を紹介する講師の大塚さん

考えて行動する“思草"を

　３月３日、Ｙ（わいわい）ぷらざでコミュニケーショ
ン力アップ講座が開かれました。
　講師である極和ファシリテーターの大塚真実さんは、
江戸は言葉遣いや習慣などが異なる多様な人が集まる場
所でトラブルはつきものだったという時代背景を述べ、
その共生のためにできた“江戸しぐさ”の具体的な行動
を紹介。「他者への思いやりが詰まった“江戸しぐさ"
を知り、一つ一つのことに思いを行き届かせ、自分にも
誇りと思える思草をやってほしい」と話しました。

   お互いを認め合い、支えあう心で （横手）（山内）

 

  父親の仕事の時間を見直し、積極的な育児参加を促
そうと、３月４日、父親を対象とした子育て講座があ
さくら館で開催されました。参加した９組の家族は、
野菜を混ぜただまこ餅入りシチューやゼリーを作って
食べたり、プラスチックの板を加工し、竹とんぼを作
って遊んだり、父と子の時間を存分に楽しみました。

 かっこいいパパと楽しい時間

　２月27日と28日の両日、たいゆう保育園で『卒園記念
お茶会』が開かれ、年長児46人が抹茶体験をしました。
　これは、卒園を控えた園児たちに、日本文化の抹茶を
通じて、あいさつや行儀などを学び、保育園の思い出に
してもらおうと毎年開催されているもの。礼を重んじる
お茶のたしなみ方を教わった園児たちは、きちんと正座
してお茶とお菓子を味わいました。〝大人の味〟と礼儀
作法を体験し、園児たちの表情には小学校入学への期待
と自覚がほんの少し顔をのぞかせていました。

 ■卒園記念お茶会（大雄）

市報よこて 06No.155  2012(       24　).3.15市報よこて07 2012(       24　).3.15 No155 平成　 年平成　 年

抹茶の味と礼儀作法を体験

■マラソンバスケットボール大会（十文字）

世代を超え、バスケで交流

　２月19日、植田・睦合地区のバスケット愛好者約250人
が参加し、第20回十文字西地区マラソンバスケットボー
ル大会が十文字西地区館で開催されました。
　この大会はスポーツを通じて、世代を超えた親睦と健
康増進を目的に十文字西公民館が主催したもの。ゲーム
は小学生の部から一般の部まで約６時間連続して行われ、
地区ごとに点数が加算されるルールで、白熱した試合が
繰り広げられました。結果は、睦合地区が133対113で勝
利し、通算の対戦成績を10勝10敗の五分としました。

 （雄物川）

  旧暦２月の初午に当たる２月27日、沼館地区の木戸
五郎兵衛神社初午祭りが行われ、地域や職場から４本
の恵比寿俵が奉納されました。男衆は、町内を練り歩
いた後、五穀豊穣や商売繁盛を祈願し威勢よく奉納。
その後、境内のヤグラから餅などがまかれ、参拝者は
たくさんの縁起物を手にしていました。

木戸五郎兵衛神社初午祭り

認知症についての理解を深める
■健康の丘おおもり市民公開講座（大森）

認知症の内容を詳しく講演する市立大森病院の小野剛院長 表彰式（右上）と大勢の方が参加したアトラクションの宝探し（右下）

小学校６年男子の部で優勝した
檜山辰朗さん（横手南小）

練習成果を思う存分発揮
■第４回横手市民スキー大会（増田）

手の内を知り合った仲間同士で、接戦を繰り広げる中学生女子チーム

き わ み

２

　３月４日、大森コミュニティセンターで『認知症と向
き合う』をテーマに市民公開講座が開催されました。
　市立大森病院の小野剛院長が『認知症の知識と対応』
と題して講演。認知症への対応は、主治医に相談した上
で、家族や介護サービス事業者を中心とした地域全体の
支え合いが必要と述べました。また、横手市医師会副会
長の曽根純之氏が座長を務めたシンポジウムでは、市地
域包括支援センターの職員がサポート体制や認知症予防
について説明し、参加者は理解を深めていました。

し ぐ さ

『夢への挑戦』と題し、団員や指導者に講演する宇佐美義和監督きちんと正座をして抹茶を味わう園児たち

は つ う ま
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情報
お知らせのページ

じ
ゅ
こ
う
せ
い
ぼ
し
ゅ
う

情報～information～

　
　
『
協
会
け
ん
ぽ
』の
保
険
料
率

　
　

が
上
が
り
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
秋
田
支
部
は
、
主
に

中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
と
そ
の
ご

家
族
、
約
34
万
人
が
加
入
す
る
健
康

保
険
で
す
。

　

賃
金
の
低
下
や
医
療
費
支
出
、
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
４
月
納
付
分
か
ら
健

康
保
険
料
率
は
10
・
02
％
（
平
成
23

年
度
９
・
54
％
）
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
介
護
保
険
料
率
は
１
・
55
％

（
平
成
23
年
度
１
・
51
％
）
に
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
負
担
に
つ
い
て

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
全
国
健
康
保
険
協
会（
協

　

会
け
ん
ぽ
）
秋
田
支
部

　
　

０
１
８
‐
８
８
３
‐
１
８
４
１

　
　

交
通
事
故
無
料
相
談
窓
口
の

　
　

お
知
ら
せ

　

交
通
事
故
の
被
害
者
ま
た
は
加
害

者
に
な
り
、
補
償
内
容
な
ど
で
お
困

り
の
場
合
、
弁
護
士
や
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
電
話
相
談
日
時
／
随
時
受
付
、
午

　

前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
土
日
、

　

祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

◆
面
談
相
談
日
時
／
毎
月
第
２
金
曜

　

日
、
午
前
９
時
〜
正
午
（
要
予
約
。

　

た
だ
し
４
月
は
休
み
）

◆
弁
護
士
相
談
日
時
／
毎
月
第
２
金

　

曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
要
予

　

約
。
た
だ
し
４
月
は
休
み
）

◆
相
談
場
所
／
秋
田
県
社
会
福
祉
会

　

館
（
秋
田
市
旭
北
栄
町
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
【
３
月
末
ま

　

で
】
秋
田
自
動
車
保
険
請
求
相
談

　

セ
ン
タ
ー　

０
１
８
‐
８
２
３
‐

　

５
９
２
２
【
４
月
以
降
】
そ
ん
ぽ

　

Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
東
北
（
ナ
ビ
ダ

　

イ
ヤ
ル
）　

０
５
７
０
‐
０
２
２

　

‐
８
０
８
、
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
／
Ｉ
Ｐ
電

　

話
か
ら
）　

０
２
２
‐
７
４
５
‐

　

１
１
７
１

　
　

交
通
事
故
被
害
者
の
援
護
制

　
　

度
に
つ
い
て

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自

動
車
事
故
被
害
者
の
方
に
、
次
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の
種
類

は
、
自
損
・
他
損
を
問
い
ま
せ
ん
。

①
交
通
遺
児
等
の
方
へ
の
無
利
子
の

　

育
成
資
金
の
貸
付

②
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
っ
た
方
へ

　

の
介
護
料
の
支
給

③
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
っ
た
方
の

　

社
会
復
帰
を
目
的
と
し
た
療
護
施

　

設
の
設
置
・
運
営

④
交
通
事
故
に
よ
る
相
談
先
に
お
困

　

り
の
方
へ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
専

　

用
電
話　

０
５
７
０
‐
０
０
０
７

　

３
８
※
固
定
電
話
の
み
通
話
可
）

◆
問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
自
動
車

　

事
故
対
策
機
構
秋
田
支
所

　
　

０
１
８
‐
８
６
３
‐
５
８
７
５

　
　

お
子
さ
ん
の
教
育
資
金
を
国

　
　

の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
に
は
災
害
特

例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◆
融
資
額
／
１
人
あ
た
り
３
０
０
万

　

円
以
内

◆
利
率
／
年
２
・
55
％
（
母
子
家
庭

　

は
平
成
23
年
11
月
10
日
現
在
、
年

　

２
・
15
％
）

◆
返
済
期
間
／
15
年
以
内
（
交
通
遺

　

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
は
18
年

　

以
内
）

◆
元
金
据
置
期
間
／
在
学
期
間
内（
在

　

学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
返
済
と

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
元
金
据

　

置
期
間
は
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま

　

す
。
）

◆
問
合
せ
／
日
本
政
策
金
融
公
庫
秋

　

田
支
店
国
民
生
活
事
業

　
　

０
１
８
‐
８
３
２
‐
５
６
４
１

　
　

平
成
24
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　

生
徒
募
集
中
！　
　

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
』
と
通
信

制
高
等
学
校
『
４
月
生
普
通
科
（
３

年
制
）』
の
生
徒
を
募
集
中
で
す
。

◆
出
願
期
限
／
【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
】
３
月
27
日

　
（
火
）必
着
【
４
月
生
普
通
科
】
４

　

月
20
日（
金
）必
着

◆
問
合
せ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.n-

　

gaku.jp

）
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外
国
人
の
方
を
対
象
と
し
た

　
　
『
日
本
語
教
室
』受
講
生
募
集

　

日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
習
得
を

目
的
と
し
た
日
本
語
教
室
で
す
。
市

内
在
住
で
４
月
か
ら
半
年
以
上
続
け

て
受
講
で
き
る
外
国
人
の
方
が
対
象

で
す
。
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。(

無
料
託
児
あ
り)

◆
日
時
／
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
半
年
間
３
，
０
０
０
円

　

※
教
材
費
別
途

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室

　
　

３
５
‐
２
１
５
８
、
ま
た
は
各

　

地
域
局
地
域
振
興
課

　
　

心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予

　
　

防
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

『
多
重
債
務
に
よ
る
自
殺
を
な
く

そ
う
』
と
題
し
、
近
江
法
律
事
務
所

の
近
江
直
人
弁
護
士
が
講
演
し
ま
す
。

自
殺
は
経
済
問
題
、
健
康
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
多

重
債
務
に
陥
る
の
か
、
具
体
的
な
相

談
事
例
か
ら
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
か
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
22
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
無
料
※
要
申
し
込
み

◆
申
込
期
限
／
３
月
21
日（
水
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

一
般
不
妊
治
療
費
用
を
助
成

　
　

し
て
い
ま
す

　

医
師
が
認
め
た
不
妊
検
査
や
一
般

不
妊
治
療
、
人
工
授
精
が
対
象
で
、

特
定
不
妊
治
療
は
含
み
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者
／
①
医
師
に
よ
り
不
妊
治

　

療
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
、
②

　

県
内
の
医
療
機
関
で
不
妊
治
療
を

　

受
け
て
い
る
方
、
③
夫
婦
の
ど
ち

　

ら
か
の
住
所
が
１
年
以
上
横
手
市

　

に
あ
る
方
、
④
医
療
保
険
に
加
入

　

し
て
い
る
方
、
⑤
夫
婦
双
方
に
市

　

税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
額
／
３
月
か
ら
２
月
ま
で
に

　

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

　

額
の
２
分
の
１
、
夫
婦
合
計
額
の

　

上
限
は
15
万
円

◆
申
請
方
法
／
各
地
域
局
保
健
福
祉

　

担
当
窓
口
（
横
手
地
域
は
健
康
推

　

進
課
）
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記

　

入
し
、
担
当
窓
口
ま
た
は
市
健
康

　

推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
０
５

　

５
０
６
）

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

都
市
計
画
公
園
の
認
可
図
書

　
　

を
縦
覧
中
で
す

　

横
手
公
園
の
事
業
計
画
の
変
更
認

可
図
書
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所
／
市
建
設
部
都
市
計
画

　

課
（
水
道
庁
舎
）

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

３
２
‐
２
４
０
８

　
　

大
雄
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥

　
　

販
売
価
格
の
お
知
ら
せ

　

大
雄
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
生
産
し
て

い
る
堆
肥
で
、
４
月
１
日
以
降
に
納

品
さ
れ
る
価
格
で
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
フ
レ
コ
ン
（
１
袋
・
１
立
方
メ
ー

　

ト
ル
）　
　
　
　

３
，
６
５
０
円

・
バ
ラ
（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，
６
５
０
円

・
バ
ラ
自
己
取
り
（
１
立
方
メ
ー
ト

　

ル
）　
　
　
　
　

２
，
６
０
０
円

◆
問
合
せ
／
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
資

　

材
総
合
課　

３
５
‐
２
６
７
２

　
　

炭
化
汚
泥
肥
料
の
利
用
者
を

　
　

募
集
し
ま
す

　

秋
田
県
で
は
、
炭
化
汚
泥
肥
料
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
実
際
に
炭

化
汚
泥
肥
料
を
使
用
し
て
、
意
見
や

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
水
道
課
の
お
知
ら

せ
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
県
内
在
住
で
、
肥
料

　

を
大
曲
処
理
セ
ン
タ
ー
（
大
仙
市

　

花
館
上
大
戸
地
内
）
に
取
り
に
行

　

く
こ
と
が
で
き
る
方

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
県
建
設
交
通

　

部
下
水
道
課

　
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
２
４
６
１

　
　

秋
田
県
オ
ル
ガ
ン
奏
者
養
成

　
　

講
座
受
講
生
募
集
中

　

講
師
に
よ
る
個
人
レ
ッ
ス
ン
（
６

月
〜
３
月
の
間
で
全
６
回
、
各
１
時

間
程
度
）
と
公
開
講
座
（
年
２
回
）

な
ど
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
場
所
／
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル

◆
対
象
・
募
集
人
員
／
【
初
級
コ
ー

　

ス
】
中
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏

　

（
バ
ッ
ハ
の
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
程
度
）
の
能
力
が

　

あ
り
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
技
術
と

　

知
識
の
習
得
に
意
欲
の
あ
る
方
・

　

10
人
程
度
【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ

　

ー
ス
】
秋
田
県
オ
ル
ガ
ン
奏
者
養

　

成
講
座
修
了
生
な
ど
、
オ
ル
ガ
ン

　

演
奏
を
一
定
期
間
経
験
し
た
方
・

　

14
人
程
度

◆
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

記
入
の
上
、
郵
送
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
ア
ト
リ
オ

　

ン
音
楽
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
募
集
期
限
／
４
月
13
日(

金)

※
消

　

印
有
効

◆
受
講
料
／
５
万
円
※
一
括
納
付

◆
問
合
せ
／
秋
田
ア
ト
リ
オ
ン
事
業
部

　
　

０
１
８
‐
８
３
６
‐
７
８
０
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ko

　

sei-buil.co.jp/atorion/

）

　
　

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
　

　

東
北
財
務
局
で
は
、
財
政
・
経
済
・

金
融
・
国
有
財
産
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

地
域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
や
職
場
の

研
修
会
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
話
で
き
る
テ
ー
マ
例
／
①
金
融

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

　

②
我
が
国
の
財
政
の
現
状
と
今
後

　

の
あ
り
方
、
③
最
近
の
経
済
情
勢

　

な
ど

◆
問
合
せ
／
財
務
省
東
北
財
務
局
秋

　

田
財
務
事
務
所
総
務
課

　
　

０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
１

　
　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料

　
　

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
価
公
示
・
地
価
調
査
の
標
準
価

格
や
、
不
動
産
の
価
格
・
賃
料
な
ど

不
動
産
鑑
定
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
６
日(

金)

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
不
動
産
鑑
定
士

　

協
会

　
　

０
１
８
‐
８
８
４
‐
１
５
０
９

 

2

お
知

ら
せ

募　
集

お
知

ら
せ

た
い
し
ょ
う

か
た

が
い
こ
く
じ
ん

相　
談

お
知

ら
せ

献血日程
種類月日・地域

３月16日(金)
平　鹿

３月22日(木)
十文字

３月28日(水)
横　手

４月５日(木)
横　手

受付時間
９：30～10：30
11：00～11：45
12：15～13：00
14：30～15：30
10：00～10：30
11：15～11：45
12：15～12：45
14：00～16：00
10：00～11：00
12：15～13：00
13：45～15：45
10：00～11：40
13：00～15：40

実　施　場　所
横手市役所 平鹿庁舎
㈱品川合成製作所
平鹿自動車学校
㈱アスター
㈱増田鉄工場
河野光学レンズ㈱秋田工場
㈲十文字光学
スーパーモールラッキー
㈱アイ・クリエイト
日貿産業㈱横手工場
秋田ふるさと村

イオンスーパーセンター横手南店

全血

催　
し

お
知

ら
せ

募　
集

お
知

ら
せ

き
ょ
う
し
つ

に

ほ

ん

ご

も
く
て
き

し
ゅ
う
と
く

に
ち
じ
ょ
う
か
い
わ

な
い
ざ
い
じ
ゅ
う

し

に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

は
ん
と
し
い
じ
ょ
う
つ
づ

が
い
こ
く
じ
ん

じ
ゅ
こ
う

が
つ

た
い
し
ょ
う

か
た

じ

ご
ぜ
ん

き
ん
よ
う
び

ま
い
し
ゅ
う

に

ち

じ

ば
し
ょ

じ
ゅ
こ
う
り
ょ
う

む
り
ょ
う
た
く
じ

べ
っ
と

き
ょ
う
ざ
い
ひ

し
ょ
う
ご

え
ん

は
ん
と
し
か
ん

も
う
し
こ

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う

し

そ
う
む
き
か
く
ぶ

し
み
ん
き
ょ
う
ど
う
す
い
し
ん
し
つ

ど
う
さ
ん
か
く

て
い
ど

に
ほ
ん
ご

つ

う

こ

ず
い
じ

も
う

か
く

ち
い
き
き
ょ
く

ち
い
き
し
ん
こ
う
か

お
知

ら
せ

募　
集

募　
集

相　
談

お
知

ら
せ

【訂正とお詫び】
　市報よこて３月１日号17ページ『情報インフォメーション』のコー
ナー中『自衛官を募集します』の『予備自衛官補（一般・技能）受験
資格』に誤りがありました。次のとおり訂正し、お詫びします。
　（誤）〔技能〕８歳以上で　→　（正）〔技能〕18歳以上で

市報やホームページにご意見を市報やホームページにご意見を平成24年度広報モニター平成24年度広報モニター

　『市報よこて』などの市の広報活動に、市民のみな
さんの声を取り入れるため、平成24年度の『広報モニ
ター』を募集します。
◆モニターの業務／①市報や市のホームページについ
　て、年４回のアンケート調査にお答えいただきます。
　②市報や広聴活動に対する意見や感想などを調査用
　紙に記入していただきます。（年２回以上）
◆募集人数／若干名
◆募集対象／満18歳以上の横手市民（高校生は除く）
◆応募方法／氏名（ふりがな）、年齢、性別、住所、
　電話番号と応募動機（400字程度）を記入し、郵送、
　ファクス、Ｅメールでお申し込みください。市のホ
　ームページに応募用紙を掲載していますが、所定事
　項を記載していれば任意の用紙でもかまいません。
◆応募先／〒013-8601横手市条里一丁目１番64号
　横手市役所市長公室広報・シティプロモーション担当
　　33-6061　　koho@city.yokote.lg.jp
◆応募期限／４月６日（金）必着
　※書類選考し、結果を４月下旬にお知らせします。
◆問合せ／市総務企画部市長公室
　　　　　広報・シティプロモーション担当　35-2162

募集
します
募集
します

ホームページ番号000002865
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地域からのお知らせ 情報～information～

・４月14日（土）午前10時30分／十文字
・４月15日（日）午前10時30分／雄物川・大森
・４月21日（土）午後２時／増田
・４月28日（土）午前10時／平鹿

４月のおはなし会（会場：各図書館)４月のおはなし会（会場：各図書館)

最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。
○問合せ 雄物川(中央)図書館　22-2300または最寄りの図書館へ

図書館だより図書館だより
 　　
初心者対象『オカリナレッスン』
●開催日／毎月２回日曜日 ●場所／サンサン横手 ●対象
／小学生～大人 ●問合せ／日高見さん   090-4918-4674
　　　
佐々木清男・泉川祐子作『十文字和紙作品展』
●期間／３月21日(水)～30日（金）、午前10時～午後４時
※火曜日休館　●入場料／無料
【体験教室『桜の枝に和紙で桜を咲かせましょう』】
●日時／３月22日（木）・28日（水）、①午前10時15分～正午
②午後１時15分～３時　●参加費／一枝300円　
●場所・問合せ／ね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　
『精神保健福祉ボランティア養成講座』（２日間開催）
　こころの病を正しく理解し、地域で支え合う社会づく
りを目的としたボランティア養成講座を行います。
●日時／３月21日（水）・23日（金）、午後６時～８時　●
場所／横手興生病院・デイケアはばたき ●参加費／無料
●定員／20人  ●申込み期限／３月19日（月）　●申込み
／地域生活支援センターのぞみ 　35-5781
　
横手高校写真部・美術部『卒業記念作品展』
　高校生活３年間の集大成をご覧ください。
●期間／３月22日(木)～28日(水)、午前９時～午後９時
※22日は午前11時より ●場所／イオン横手店（旧横手サ
ティ）　●問合せ／横手高校写真部・美術部 　32-3020
　
横手山岳協会『第18回山の写真展』
　県内外の山岳風景や高山植物の写真約80点を展示します。
●期間／３月23日(金)～25日(日)、午前９時～午後５時
※25日は午後４時まで　●場所／Ｙ2（わいわい）ぷらざ 
●入場料／無料　●問合せ／横手山岳協会 山崎さん 　
53-3131
　
『傾聴ボランティア入門講座』～支援活動、心にうるおいを～
　傾聴ボランティアは、相手の話を単に聞くだけではな
く、心に寄り添いながら、悩みを抱える方の話し相手と
なる支援活動です。
●日時／３月23日（金）午後２時～４時　●参加費／無料  
●定員／先着30人  ●場所・申込み／スーパーモールラ
ッキー（十文字） 傾聴ボランティア講座担当 　42-3996
　
第24回『横手凧揚げ大会』
　参加賞を準備しています。ぜひ参加してください。
●日時／４月１日(日)午前８時30分から受付　●場所／
グリーンスタジアムよこて駐車場　●参加費／無料、凧
のない方には手作り凧を１枚500円で販売します ●問合
せ／横手凧の会 木島さん 　32-0706
　　
南の館　月例市民将棋大会
●日時／４月１日(日)午前10時～　●場所／レストラン
松美（十文字町坂の下）　●参加費／1,200円（昼食、賞品、
参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　
歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／４月５日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●予定曲
／知床旅情他20曲以上　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　

 

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

一般向け
・秋田県謎解き散歩／野添憲治〔森〕
・世界を変えた10冊の本／池上彰〔横・十〕
・これは誰の危機か、未来は誰のものか／スーザン・ジョージ〔雄〕
・100歳までボケない手指体操／白澤卓二〔森〕
・海底資源-海洋国日本の大きな隠し財産-／石川憲二〔森〕
・手作りの通園・通学グッズ／主婦と生活社〔平〕
・北緯43度の雪-もうひとつの中国とオリンピック-／河野啓〔十〕
・パパは、絵本作家-毎日のんびり子育て-／のぶみ〔増〕
・私の愛した男について／田口ランディ〔増・雄〕
・文明の子／太田光〔平〕
児童・生徒向け
・シリーズはたらく農業機械 トラクタ／高井宗宏〔平〕
・かんたん楽しい手づくり本／水野真帆〔雄〕
・すみれちゃんのすてきなプレゼント／石井睦美〔横・増〕
・炎路を行く者-守り人作品集-／上橋菜穂子〔増・森〕
絵　　本
・としょかんねずみ／ダニエル・カーク〔雄・十〕
・のりものぶっく／フィオナ・ランド〔横〕
・ドドボンゴのさがしもの／うるまでるび、いとうとしこ〔増〕

新着図書の紹介新着図書の紹介 〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

　３月20日（火・春分の日）は、通常火曜日休館の平鹿・
大森図書館も開館します。どうぞご利用ください。

臨時開館のお知らせ臨時開館のお知らせ

　４月１日より、大雄図書館は大雄庁舎２階に移転とな
ります。移転作業のため、３月18日から31日までの期間
は休館となります。ご不便をおかけしますが、ご協力を
お願いします。

大雄図書館移転のお知らせ大雄図書館移転のお知らせ

今月の一冊

拓未　司／朝日新聞出版拓未　司／朝日新聞出版

　Ｂ級グルメといえば、Ｂ-１グラ
ンプリが開催されるほど全国的に
も知名度の高いご当地食として、
テレビや雑誌で数多く紹介されて
います。しかし、Ｂ級グルメを題
材にした小説は珍しく、本書では
『横手やきそば』や『厚木シロコロ・ホルモン』など５つ
のＢ級グルメが、それぞれ短編小説として異なった切り
口で紹介されています。「ちょっと笑えてせつない」食を
テーマにした恋愛小説です。　　　　　　【横手図書館】

『恋の病は食前に』『恋の病は食前に』

たこ

　「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せく
ださい。内容や情報量などによって、ご希望に添えない場合もあります。
　イベントの内容は、市のホームページにも掲載しています。

      

 
　  
  
　  
　  
　  
　  
 
　 
  
　 
　 
　 

 
　 
　　 
 
　 
　 
 
　 

横手図書館　　　3月21・28日、4月2日
増田図書館　　　3月19・26日、4月2日
平鹿図書館　　　3月27日、4月2・3日
雄物川図書館　　3月21・28日、4月2日
大森図書館　　　3月27日、4月2・3日
十文字図書館　　3月21・28日、4月2日
山内図書館　　　3月17・18・20・24・25・31日、
　　　　　　　　4月1日
大雄図書館　　　3月15・18～31日、4月2日
雄物川資料館　　3月19・21・26日、4月2日
ゆっぷる　　　　3月21日
ゆとり館　　　　3月20・27日
えがおの丘　　　3月19・26日、4月2日
大森健康温泉　　3月19・26日、4月2日
ゆとりおん大雄　3月15日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　3月20・21・28日
　西・南部　　　3月17・18・20・24・25・31日、
　　　　　　　　4月1日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　3月19・26日、4月2日
南部シルバーエリア　3月19・26日、4月2日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　3月21・28日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　3月21・28日（毎週水曜）
　／14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　3月26日（月）
　／13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　3月27日、4月3日
　（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　3月15・22・29日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

お出かけ、ご利用前にご確認ください休館日 診療日



木 5

水 4

金　16

水　21
木　22

火 3

金　23
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火　20
春分の日

　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

横手明峰中学校一般公開　10：00～15：00
後三年合戦金沢柵公開講座『払田柵から金沢柵へ』
　　10：00～、美郷町「まなびおん美郷」
よこいち。『発酵文化と日本酒』　10：00～、よこてイースト
生き生きシアター『笑顔予報は晴れのち晴れ』
　　13：30～、横手市民会館
　急 平鹿総合病院（井田医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　急 渡辺内科循環器科医院（横手）　35-7020

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 増田地区多目的研修センター

『取材現場から』～私の出逢った人たち～
　　作家・家田荘子講演会、19：00～、かまくら館
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072
　心 社協・大雄福祉センター 

　急 市立横手病院（熊谷医師）　32-5001
　急 石田内科医院（横手）　33-1233
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　心 大森コミュニティセンター
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

Ｙ2ぷらざオープン１周年記念イベント　12：30～
　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院 　32-5124
　法 相談予約受付開始（4/18分）　市総務課　35-2161
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 99,608人（-86） ／ 34,350世帯（-3）
　男　 47,341人（-47）
　女　 52,267人（-39）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※２月末現在（前月末比）

横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月18日（日）「スティッチ！傑作エピソード集／
　　　　　　　        火の玉ぼうや ダマッチ」  【76分】
３月25日（日）「崖の上のポニョ」               【101分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　ピアニスト辻井伸行さんの
母・辻井いつ子氏を講師に迎
え『“この子らしく”育てる
方法』と題し、講演会を開催
します。また、市内で子育て
支援や地域おこしで活躍して
いる方々をパネラーに『子育
て～親のかかわり、地域のか
かわり～』をテーマとしたパネルディスカッシ
ョンも行います。“よこてっ子の未来”を一緒
に考えてみませんか。
◆時間／13：00～16：30　◆場所／横手市民会館
◆入場料／無料　◆託児／あり（無料）
　※託児は申し込みが必要です。４月２日(月）までに、住所、
　氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）・性別・年齢を
　記入して、郵送かファクスでお申し込みください。
　〒013-0023 横手市中央町8番2号 横手市役所 子育て支援課行
◆問合せ／市健康福祉部　子育て支援課
　　　　　　35-2133 　32-9709

 

Pick up
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　　　　『未来に夢を馳せて…』
横手市子育てシンポジウム

■４月７日（土）

平成24年度
　　 横手市立小中学校入学式

よこてっ子の

【小学校】
４月６日（金）　
  10：00～／金沢、浅舞、吉田、醍醐、雄物
　　 　　　川北、南（雄物川）、福地、植田、
　　 　　　睦合
  13：30～／旭
  13：40～／黒川
  14：00～／朝倉、境町
４月９日（月）　
  10：00～／増田、大森、十文字第二、山内、
　 　　　　田根森
  13：30～／横手南、栄、十文字第一、阿気

【中学校】
４月６日（金）　
  10：00～／横手西
  13：30～／平鹿、十文字、山内
  14：00～／金沢、増田、横手明峰
４月７日（土）　
  10：00～／横手南
  14：00～／鳳
◆問合せ／市教育委員会　教育指導課
　　　　　 　35-2123（または各小中学校）

は


